
 表より、次のことが読み取れます。 

〇大半の子どもが学校は楽しいと思いっているが、１

割ほどは楽しくないと感じている。 

〇「授業が分からない」と感じている子どもが１割以

上存在している。 

〇自己肯定感や有用感が高まっていない子どもが２～

３割程度存在する。 

〇いじめは、どの学校でも発生している。解決してい

るものもあるが、まだ継続している子どももいる。 

〇いじめを許さない学校・学級風土づくりが必要。 

 このことを受けて教育委員会は、以下の点を小中学

校に指導しています。 

見えていない「いじめ」もあり得るという想定のもと、現

在継続しているいじめの解消に全力を注いだうえで、次の

４点に取り組むこと。 

① いじめを許さない教師の姿勢を示し、学校・学級にいじ

めを許さない雰囲気を醸成する。 

② 安心できる居場所づくりを行う。（子ども同士、子どもと

教師の関係構築） 

③ 安心して相談できる体制づくりと、その周知を図る。 

④ 分かる授業、子どもの自己肯定感・有用感を育む取組

を進める。 
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子
曰

し

い

わ
く
、
「
小

し
ょ
う 

忍し
の

ば
ざ
れ
ば
、
則

す
な
わ

ち 

大
謀

た
い
ぼ
う

を
乱み

だ

る
。
」
と 

 
 

 
 

 

先
生
は
言
わ
れ
た
、
「
小
さ
な
こ
と
が
、
が
ま
ん
で
き
な
い
な
ら
ば
、
大

き
な
望
み
を
成
し
と
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
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冬
の
間
朝
は
と
て
も
寒
く
て
起
き
る
の
が
つ
ら
い
で
す
ね
。
水
で
顔
を

洗
う
こ
と
や
、
着
替
え
る
こ
と
、
学
校
に
行
っ
た
り
出
勤
し
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
れ
ば
や
り
た
く
な
い
。
で
も
、
そ
れ
を
乗
り
こ
え
て
勉
強
し
た

り
仕
事
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
成
長
さ
せ
夢
の
実
現
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
忍
耐
力
は
、
人
の
成
長
に
欠
か
せ

な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
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「心
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら 

町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
次
の
表
の
通
り
で
す
。 

今日の論語 

 

厳しい寒さが続いていま

す。体調管理を十分に！ 
 

Ｒ６心のアンケート集計（％） 小学校 中学校

楽しい・まあまあ楽しい 90 92

楽しくない・あまり楽しくない 10 8

いる・少しある 76 72

ない・あまりない 24 28

分かる・まあまあ分かる 89 84

分からない・あまり分からない 11 16

ある・少しある 82 86

ない・あまりない 18 14

ある 20 6

ない 80 94

いる 48 0

いない 52 100

ある 23 10

ない 77 90

ある・少しある 71 61

ない・あまりない 12 17

分からない 17 22

⑦いじめを見たり聞いた
りしたことがあるか。

⑧クラスにいじめを許さ
ない雰囲気はあるか。

①学校は楽しいか。

②誰かの役に立っている
か。

③授業がよくわかるか。

④自信や自慢できること
があるか。

⑤いじめられたことがあ
るか。

⑥いじめは続いている
か。(いじめがあると答えた
人で）


